
死 刑 を 考 え る 日 
映画「教誨師」上映会  入場無料！予約不要！ 

 

日   時：２０１９年１２月２１日土曜日 
上映 時間：①１０：４５～ ②１３：１５～ ③１５：４５～ 
場   所：せんだいメディアテーク７階スタジオシアター 
     （仙台市青葉区春日町２－１） 
             ※上映時間１１４分 

主催 仙台弁護士会 
共催 日本弁護士連合会、東北弁護士会連合会 
お問い合わせ先 
仙台弁護士会事務局 ℡０２２－２２３－１００１ 



～上映にあたって～（主催者より） 

教誨師とは、受刑者の心の救済につとめ、彼らが改心できるよう導く人です。映画「教誨師」は、初老の牧師であり
死刑囚専門の教誨師である、佐伯保（大杉漣）が６人の死刑囚と向き合う葛藤を描くことで、「なぜ人は生きるのか」
という人間の根源的な倫理へも切り込んだ俳優大杉漣の最後の主演映画です。 

仙台弁護士会では、死刑制度が抱える人権保障上の問題点を指摘した上で、これまで政府に対し、死刑制度の存
廃について、国民が十分議論を尽くし意見を形成するために必要な情報を広く国民に公開し、国民的議論を行うよ
う繰り返し求めてきました。そしてまた、仙台弁護士会は、市民の間で、死刑存廃の議論が少しでも高まればとの思
いから、今回の上映会のように仙台メディアテークで死刑をテーマにした無料映画上映回を２０１４年度から毎年開
催し、今年ではや６回目となります。 
今回は、死刑囚の心の救済につとめる教誨師にスポットをあてた映画を上映致します。 

これまで死刑制度に関心があった方にも、関心がなかった方にも、「教誨師」を鑑賞したことがある方にもない方に
も、是非足をお運びいただき、死刑制度への理解・関心が深まる一助になっていただければ幸いです。 


